
















































































































































































































ングランドの現在の理事長である，ダレン・ヘンリーという人が，「The Arts Dividend: Why 
investment in culture pays（芸術の配当：なぜ文化への投資はもとがとれるのか）」という本
を最近，書いております。この本の対象は先ほど申し上げた国内における文化政策ですが，
ダレン・へンリーが挙げている 7つの配当は，本日のテーマである国際交流にも当てはまる
と思うので，考え方を拝借して紹介したいと思います。この本の中で，文化への投資によっ
て期待される配当として次の 7つの項目が提示されています。
第 1に，豊かで多様な創造性を世代を問わず育むこと。
第 2に，子ども，若い世代を中心として，質の高い文化的教育を受ける機会を作ること。
第 3に，英語では「フィールグッド」というふうに書かれておりますけれども，健やか
な心身をもたらすこと。
第 4に社会における革新，イノベーションを向上させること。
第 5に地域社会における豊かな生活の場を形成すること。
第 6に雇用創出なども含めた経済的利益を生むこと。
第 7にレピュテーション，これは国であれば文化立国であるといった肯定的な評判を得
ること。
こういったことが 7つの配当として挙げられてます。
この 7つの配当の他に，国際交流の文脈でいえば，先ほどのデッチィリー財団の会合の問
題意識の背景となった，世界中におけるさまざまな対立の制約の中で，文化を通じて価値観，
考え方の共通性と同時に，相違についても認識を高めることが喫緊の課題ではないかと思い
ます。今，残念なことに世界中で，皆様もご存じのように様々な痛ましい事件が発生してい
ます。その背景をひと言では説明できませんが，こういった状況の中であるからこそ，文化
交流，国際的な文化交流の意義を考えていくことが重要であると強く感じます。そういった
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大きな文脈の中で国際的な交流を考えていくべきではないか，ということを結びとさせてい
ただきます。
ご清聴，ありがとうございました。
（みずとり　まみ　　セインズベリー日本藝術研究所統括役所長）
